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桑田

「Very 50」幹部との懇談会報告

(2009.12.5.　13:00～16:00)　　　　和橿館にて　

出席者　＝　桑田会長、塚谷事務局長、菅谷亮介（１５卒）、石川丈夫（１７卒）、小谷英輔（１７卒）

①　近年卒業の会員活動について若手会員と懇談し、これまでのＥＳＳＯＢ会の活動経過と本日の会談の趣旨を説明した。

1 　１９５０年代より、ＥＳＳＯＢ会は現役支援と懇親を目的とする団体として、前田会長の下で脈々と活動を続けて来たが、２００２年が当会創立１００周年に当たる事が判明し、諸々の企画が提案された。

2 　１００周年記念を契機として、学長を招待した記念総会、会則とＯＢ会組織の整備、学員会への加入、現役ＥＳＳへの支援活動強化、そしてこれらを実現するために会員による１５０万円の募金を実施した。

3 　一方、前田会長や幕内前事務局長等は、ＥＳＳＯＢ会員が学園紛争以来途切れている事を憂慮して現役学生を中心に各方面に働きかけた結果、平成１２年頃より一部の心ある役員等の活躍で名簿上では、２０数年のブランクはあるが一応連続した形となった。　しかし、総会出席などＯＢ会活動に積極的に参加して貰えるまでには至っていない。

4 　ＯＢ会事務局としては、名簿上では会員５６０名を越えるものの、如何にして世代間を超えた求心力を持たせるかに苦慮してきた。そして、無理のない年代単位の親睦活動を強化し、それらを核としてＥＳＳＯＢ会に帰順させる案が浮上した。

　　当時のＯＢ担当の加藤新太郎氏等にもこの旨依頼したが当該者達自身が多忙でもあって実現していない。

5 　以上の状況を説明した中で、忌憚ないご意見を聞かせて欲しい。

②　活動経過と会談の趣旨を了解した３名は、現在彼らが活動している類似のＯＢ会である　「Ｖｅｒｙ　５０」の活動を適用できないかとの点を中心に話を進めた。

①　「Ｖｅｒｙ　５０」とは、会員約１５００名近くを抱え、８名のスタッフが運営している勉強会の組織である。

2 　スタッフは上記８名の内殆どが中央ＥＳＳのＯＢで、現役時代の幹部が多く含まれてはいるが、単なるＯＢ会を超えた組織を目指して、会員はESSOBのみならず、他の大学卒業生も多く含まれている。

3 　活動内容は、創造、社会、語学と言った分野に分けて講演･講義などを実施し、その会費を収入源としており、将来は法人組織を考慮している。　

4 　「Very　50」の活動の一環として、ＥＳＳＯＢ会に関連付けることは可能と考えるので、今後の具体的な行動方針を打ち合わせたい。

③　１００年続いた「中央ＥＳＳＯＢ会」を継続させる意味でも、　「Ｖｅｒｙ　５０」の活動の中で、我々の希望に沿った動きは出来ないかを検討するよう申し入れた。

1 　例えば、各年度の前後数年単位で親睦会を作り、定例化する工夫を計る。その後、その会として年次総会への出席をする機運を高めて欲しい。

2 　この為に、元会の中心的人物を物色して無理なく説得して欲しい。

3 　ＥＳＳＯＢ会としては、会員が魅力を感じるOB会のあり方を模索しているので、適時ＯＢ会事務局に連絡して軌道修正も考えながら、新しいＥＳＳＯＢ会の方向を考えて行きたい。

4 　ＯＢ会事務局としては、平成年代卒の年代幹事が独自の会合を持つとか塚谷事務局長と連絡を取り合うとか、もっと密接な関係を維持したい。

　現在、実質的に活動している事務局役員層は数名であるが、適時集合して運営に協力してもらえるスタッフが数名見つかれば幸いである。

　以上
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